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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2015-121580(P2015-121580A)
【公開日】平成27年7月2日(2015.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-042
【出願番号】特願2013-263781(P2013-263781)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月20日(2016.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、及び着色剤を含有する
トナー粒子を有するトナーであって、
（１）前記結晶性ポリエステル樹脂の融点が６５℃以上９５℃以下であり、
（２）前記結晶性ポリエステル樹脂は、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジオールを８
０ｍｏｌ％以上含有したアルコール成分と、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジカルボ
ン酸を８０ｍｏｌ％以上含有したカルボン酸成分との重縮合物であり、
（３）前記非晶性ポリエステル樹脂は、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物
を６０ｍｏｌ％以上含有したアルコール成分と、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジカ
ルボン酸を１０ｍｏｌ％以上５０ｍｏｌ％以下含有したカルボン酸成分との重縮合物であ
ることを特徴とするトナーに関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、及び着色剤を含有するトナー粒子
を有するトナーであって、
（１）前記結晶性ポリエステル樹脂の融点が６５℃以上９５℃以下であり、
（２）前記結晶性ポリエステル樹脂は、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジオールを８
０ｍｏｌ％以上含有したアルコール成分と、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジカルボ
ン酸を８０ｍｏｌ％以上含有したカルボン酸成分との重縮合物であり、
（３）前記非晶性ポリエステル樹脂は、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物
を６０ｍｏｌ％以上含有したアルコール成分と、炭素数６以上１２以下の直鎖脂肪族ジカ
ルボン酸を１０ｍｏｌ％以上５０ｍｏｌ％以下含有したカルボン酸成分との重縮合物であ
ることを特徴とするトナー。
【請求項２】
　前記結晶性ポリエステル樹脂は、ポリエステル分子鎖の末端に結晶核剤部位を有し、前
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記結晶核剤部位は、炭素数１０以上３０以下の直鎖脂肪族モノアルコール及び／又は、炭
素数１１以上３１以下の直鎖脂肪族モノカルボン酸に由来する部位であることを特徴とす
る請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物は、下記一般式（Ｉ）で表される
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のトナー。
【化１】

（式中、ｘ及びｙは零または正の整数を示し、ｘとｙの和は１から１６である。ｘとｙの
和の平均値は１．４以上２．７以下である。）
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